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１．開 会 

 

２．閉 会 

 

３．出席委員 

 

 

４．事務局 

 

 

 

 

 

 

 

５．案件事項 

 

 

６．議事内容 

部会長 

 

 

 

 

事務局 

 

部会長 

 

 

 

 

令和元年10月 7日（月）午前9時30分 

 

令和元年10月 7日（月）午前10時 45分 

 

巽 憲次郎部会長、中山 尚美委員、高嵜 育委員、大隅 昌之

委員、駒路 和美委員、藤丸 一郎委員、九門 りり子委員 

 

大湾 喜久男教育次長兼教育総務室長兼学校教育部長・竹田 和之

生涯学習推進部長・和久田 寿樹学校規模適正化室長・内山 美智

子学校教育部付部長・本多 章博生涯学習推進部次長・佐竹 利和

教育総務室長代理・木村 浩之学校管理課長・寺本 憲昭学校給食

センター長・福田 美樹社会教育課長・真鍋 成史社会教育課長・

川村 光子図書館課長・重本 匡陽指導課長代理・岡本 太一青少

年育成課長代理 

 

１．交野市学校教育ビジョンの後期計画期間の取組施策について 

２．その他 

 

 

定刻となりましたので、第 2 回学校教育ビジョンの見直しを審

議する第2回目の会議を開催いたします。 

本日の会議ですが、傍聴の希望があれば傍聴いただけるようにな

っていますが、本日傍聴の希望はございますでしょうか？ 

 

傍聴はございません。 

 

傍聴はなしということですので、このまま会議を継続させていた

だきたいと思います。 

では、次第に従って、議事を進行したいと思います。 

その前に、本日の資料を確認いたしますので、事務局お願いいた

します。 
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事務局 

 

 

 

 

 

部会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料は、お手元にお配りさせていただいておりますけれども、「学

校教育ビジョン第 3 章」がございます。こちらは、現在の学校教

育ビジョンの見出しの部分を抜き出したものです。次に、「前期計

画期間」「後期計画期間」と書いているものがございます。過不足

等ございませんでしょうか。 

 

よろしければ、会議を継続していきたいと思います。その前に、

昨日、ゆうゆうセンターでお昼から、交野の新しい学校づくりにつ

いてのパネルディスカッションがありました。2 人の先生と教育

長、昨年まで審議会の委員もされていた元委員もパネラーとして参

加されました。 

元委員は「第一中学校区における魅力ある学校づくり協議会」の

メンバーで、熱心に新しい一中校区の新しい学校づくりについて意

見を述べられておりまして、代表としてパネラーとして参加されま

した。生まれも育ちも私部だったということで、一中校区の新しい

学校の学校づくりに、熱い思いを語られたのが非常に印象的でし

た。また、教育長は普段のやさしい眼差しとは裏腹に、ものすごく

熱い思いを講演というかたちで語られました。交野の新しい学校を

どうしていくかということへの熱い思いが切実に伝わってきて、参

加されたみなさんは、非常にいい思いをして、これからの学校運営

に参加していけたらな、という思いを強くして帰られたかと思いま

す。非常に有意義な時間でした。 

さて、前回の審議会では、前期計画期間の教育ビジョンの取組状

況を振り返りながら、これからの取組についても議論が及んで、そ

の中では、子どもたちと携帯やSNSの関係や、子どもたちが本を

読む時間が非常に減っていることや、外国にルーツを持つ子どもた

ちのことや、就学前と就学後の支援教育のつながりや、コミュニテ

ィ・スクールなどといったことについて議論をしたと記憶しており

ます。 

簡単に議論を振り返ったところで、委員のみなさまの資料もお揃
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

いとのことですので、さっそく案件に入りたいと思います。案件

（1）「交野市学校教育ビジョンの後期計画期間の取組施策につい

て」を説明お願いいたします。 

 

資料の説明に入ります前に、本日は後期計画期間の施策について

特に審議をお願いしまして、次回の専門部会では、本日審議をお願

いしました後期計画期間の施策を反映したようなかたちの学校教

育ビジョンの素案全体をお示しして、そこでは本日の施策以外の時

点修正を加えるべき箇所も含めた素案をお示しして、そこでもう一

度議論をお願いして、その議論を踏まえたうえで審議会本体に素案

を提示したいという流れで考えておりますので、ご理解を賜りたい

と思います。 

それでは、資料の説明に移ります。 

 

まず、小中一貫教育についてなんですけれども、本日の後期計画

の項目の中には、項目としては、色濃く出てはいないんですけれど

も、教育ビジョンの第3章以前の、第1章、第2章の中で文章と

して書きこんでいくとともに、教育ビジョンの施策の柱の全体を取

りまとめた学校教育ビジョンの 15 ページに表があるんですけれ

ども、その中に入れ込んでいて、全体を見渡せる表の中に小中一貫

教育ということで書き込んでまいりたいと思います。 

今日の一つ一つの項目に色濃くは出てはいないんですけれども、

もうひとつ大きな理念として書き込んでまいりますので、その点を

ご了承ください。そのうえで資料の説明をさせていただきます。 

 

続けて説明させていただきます。後期計画期間というところの下

の 1 番から従ってご説明させていただきます。まず、1 番目の教

職員研修の実施というところなんですが、廃止と書いております

が、後の 7 ページの方に「人材の育成」という項目が出てきます

ので、それぞれのところに「教職員研修」というふうに書いてまし

たので、そちらの方に集約してまとめさせていただきました。また
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後程説明させていただきます。 

2 番目の道徳教育に関してなんですが、「学校の教育活動全体を

通じて」という文言を今回入れさせていただきます。学校全体で常

に意識して取り組むという視点がございますので、そちらを入れて

おります。 

3 番目になりますが、「保護者・地域社会と連携した」という文

言を入れさせていただいておりますが、右側の内容を見ていただき

ますと、「特別の教科 道徳」になっておりますが、保護者・地域

社会とともにすすめる道徳教育の推進ということで、例えば参観日

とか保護者の方と一緒に考える機会があったり、ということででき

るように、ということでそちらの視点を入れさせていただいており

ます。それがまず①道徳教育になります。 

②人権尊重の教育に関してですが、大きくは 4 番、5 番の文言

を少し赤字で書かせていただいたところを整理させただいたとこ

ろです。特に5番目は先ほど申し上げましたように、「小・中学校

9年間を見通した人権教育のカリキュラム」ということで意識して

つくっていこうということで、入れさせていただいております。 

6番目は、今回新たに社会の動向を踏まえまして、男女共同教育

だけでなく、「性的マイノリティの人権」というところを入れさせ

ていただいて、すでに学校では取り組んでいただいているんです

が、そちらも新たに入れさせていただいております。 

7番目になりますが、「在日外国人教育の推進」ということです。

こちらは、現在市内でも小学校では 10 名、中学校では 5 名ほど

在日外国人の児童生徒がおります。そういったところを踏まえて、

今後入管法も変わって外国人の子どもたちもたくさん来られるこ

とも予想されますので、在日外国人の子どもたちを理解できる教育

が進むように、ということで、「異文化理解に基づく教育の充実を

図る」ということで書かせていただいております。 

③キャリア教育ですが、こちらも 8 番目の研修は後に集約して

おります。9番目、10番目は、今までは計画を作ってその流れに

沿って進めておったんですが、さらなる活用ということで、少しだ
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け文言を変えております。 

以上が1ページ目になります。 

 

続きまして 2 ページ目の生徒指導の充実にまいりたいと思いま

す。 

まず①ですが、1、2、3、4 番については、少し文言を整理さ

せていただいております。まず 1 番目ですが、交野市教育センタ

ーに配置された臨床心理士や市籍のスクールソーシャルワーカー、

これは校区に 1 名体制で配置しておりますが、このへんを活用し

ながら校内でのケース会議とか、いじめ対策委員会等で教育相談に

使ったりなどでどんどん進めれば、と考えています。 

2番目の「児童生徒との交流の推進」に関しては、小中一貫教育

にあるとおり、憧れの先輩像を想像しながら、小中交流をどんどん

進めて子どもたちが主体的に活動して、ここが特に課題なんです

が、自己有用感の向上を図れるような取組みに変えていけるよう支

援をしたいと考えています。 

3 番目ですが、「いじめの積極的認知や組織的な対応について」

ということで書かせていただいております。すでに、いじめのゼロ

はないということを文科省から言われています。きちんと学校がそ

れを認知して、そこに向かって対応していくというかたちがありま

すので、先生方にもそういう意識を持っていただいて取り組んでい

こうというかたちです。 

4番目の「児童虐待防止の推進」に関しても、増えていますので、

児童虐待への対応についていろいろな研修を進めて、関係機関との

連携を図りたいと考えています。 

今回新たに5、6、7番を追加させていただきました。こちらが

後期からの新規というかたちになりますが、ひとつ目が「不登校の

未然防止、早期対応」になります。こちらは「不登校児童生徒の現

状と実態を正確に把握し、教職員の共通理解を促進するとともに、

学園（中学校区）での連携の推進」ということがまず1点です。 

続いて、6番目は「家庭教育支援及び不登校対策支援」です。こ
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ちらは今までアウトリーチ事業でしていただいていたものですが、

特に不登校をはじめ、保護者の方で困っている家庭が多いですの

で、そちらの方で支援していくというかたちで、支援員の派遣であ

ったり、関係機関との連携を図りながら早期の解決を図りたいと強

く考えております。 

最後の7番目は「携帯電話、ネットトラブル対策」です。携帯、

スマホの取り扱いに関しても考えておりますが、教職員と子どもた

ち意識を持ってすすめていかないといけないと思いますので、安全

教室を中心に実施を考えております。 

続きまして②幼児園、保育所と小・中学校の連携ですが、こちら

は新たに連携の後に「接続」というのを今回入れさせていただいて

おります。これまでもすでに意識してやっておりましたが、きちん

と、つながっているということを大事にして考えていきたいという

ことでその文言をいれています。特に 9 番目の「幼児教育と小・

中学校教育の円滑な接続」ですが、これまでもカリキュラム等を連

続性を踏まえて研修や参観、子どもにあった支援を実施しておりま

したが、生活と学びが連続するように意識して取り組みたいという

ことで書かせていただいております。 

10 番目は、「認定こども園・幼稚園、小・中学校、関係課間に

おける連携強化」ということで、これまでもやっているんですが、

新たに項目として挙げさせていただいて、下の 3 行目にあります

ように、「「就学・進学支援シート」の活用及び関係機関におけるフ

ォローアップ等の実施」というところに力を入れてつながりを考え

てやっていきたいと考えております。 

 

続いて、3ページ目をご覧ください。 

3ページ目は読書活動の推進というところなんですが、①「読書

習慣」に関しては少し文言を変えさせていただきまして、「自主的、

自発的な学習活動や読書活動の充実」というふうに変えておりま

す。こちらは大きく変わった点は 2 番目だけなんですが、市立図

書館との連携で「全校対象の団体貸出」と変えさせていただいてお
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部会長 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

ります。ほとんどの学校で実施しているんですが、すべてではない

ので、学校に図書館のいろんな本が届くように調整してすすめてい

きたいと考えております。 

②「学校図書館の充実」に関してですが、こちらは、6番目に前

期のところでは「学校図書支援事業」というのがございましたが、

こちらの事業は一旦終わっているんですが、その中の「学校図書館

のデータベース化」というのと、「学校図書館支援員の配置の充実」、

6 番と 7 番にあたりますが、こちらを出させていただいて、学校

でも今後もデータベース化の充実を図っていきたいということと、

支援員が今いていただいていて、先生方の学びが調べ学習を中心に

子どもたちの学びに還元されるようにすすめておりますので、こち

らの方を指導課としてもすすめていきたいと思いまして、こちらの

文言をいれております。 

以上が施策の柱Ⅰ情（こころ）を育む学校の内容になります。 

 

ありがとうございました。それでは、施策Ⅰのところで、みなさ

んのご意見・提案・疑問点がありましたらいただきたいと思います。

前期計画期間の施策が終わって、統合によって廃止したものや、新

たに取り組むものもありましたけれども、さらにもう一回確認して

おきたいな、ということなどもありましたら、みなさんからのご意

見を承りたいと思います。いかがでしょうか。 

 

2 ページ目の家庭教育支援員のところなんですけれども、家庭教

育支援員と不登校対策支援員という言葉が新たに出ていると思う

んですけれども、そこの説明と、2種類の支援員の養成等に関して

はどのように考えておられるのかと思いまして。養成するかどう

か、そこも含めてですね。どういう方が支援員になられるのか、養

成やその方も含めての研修なども、教えていただければ。 

 

家庭教育支援員に関しましては、委員にもお世話になって、入っ

ていただいていたものですが、基本は子どもたちではなくて、保護
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委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

委員 

者の方の家庭教育力にアプローチしてもらえるようなかたちで考

えております。不登校対策支援員に関しては、子どもたちに比較的

年齢の近い大学生であるとか、そういったかたちで少し考えており

まして、そのへんで住み分けがあるかと思うんですけれども、それ

も実際の子どもたちの家庭の様子に従って考えていきたいと思っ

ております。 

 

養成というか、どういう方を考えていて、後がないというか、続

かないというか、新しい方たちをどのように受け入れていくのかと

いうことです。 

 

家庭の方まで入っていかれる方というのは、かなり専門性がある

とか、コミュニケーション力に長けておられる方でないとなかなか

入っていくことができないかと思いますので、そこは関係機関など

我々も探しながらできればな、とは考えております。 

 

独自に養成ということですか。 

 

そうですね。 

 

そういうのも含めて、ということですね。 

 

はい。 

 

関連して、確か府の事業は短期間で終わるということだったと記

憶してるんですけれども、市独自で支援員さんを派遣するというこ

とですか。 

 

はい。今その方向で考えております。 

 

概ねおっしゃられるとおりかな、と思いながら聞かせていただき
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委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

ました。1 ページ目の 9 番目「学園（中学校区）における全体指

導計画の活用」ですが、主体が学校であったり教育委員会であった

り、主語は市全体としてというかたちで実施・推進として書いてい

ただいているところが、ほとんどだと思うんですが、ここは学校が

主体なんですが終わり方は「取組みへの支援」となっていますので、

学校支援を受ける側、「推進」であるとか「充実を図る」という書

き方を他ではされているので、いかがかな、と思うのと、2枚目の

9番目「幼児教育と小・中学校教育の円滑な接続」においても、最

後のまとめ方が難しかったんだろうな、とは思うんですが、「支援

の実施」となっていますので、これも同じ書き方でいいかな、と思

います。 

 

3 ページの一番上、①「自主的、自発的な学習活動や読書活動の

充実」という、「学習活動」がなくて、「自主的、自発的な読書活動

の充実」でもいいかなと思うんですけれども、あえてこの「学習活

動」を入れている意味があれば教えてもらえたらな、と思います。 

 

こちらは、各学校の方では、朝の読書活動などは本当に定着して

いて当たり前のようにされている状況になっているかととらえて

います。その中で「学習活動」と入れさせていただいたのは、①「自

主的、自発的な学習活動や読書活動の充実」に関しては学校全体で

取り組んでいってもらえるような内容として、大きく「学習活動全

体」として入れさせていただいて、②「学校図書館の充実」に関し

ては、調べ学習などを中心に進めていただいていると思うので、整

備がされたうえでの、ということで、少しだけ住み分けをするかた

ちで書かせていただいているので、「学習活動」と入れております。 

 

②は同じ学校図書館の充実という文言が入るんですか。①として

ずっと生きているわけではなくて。 

 

入ります。 
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よろしいですか。 

 

はい。 

 

では、次の施策の柱Ⅱについて、お願いします。 

 

4 ページ目からになります。「「確かな学び」が実感できる学校」

というところです。 

1番目は下記の新規項目に移行するため廃止としております。 

2 番目としまして、「カリキュラムマネジメントの推進」という

のを入れております。新学習指導要領でもカリキュラムマネジメン

トをして整理してすすめていくということで、その考え方を入れて

より効果的で特徴のある教育活動をすすめるというかたちで入れ

ております。 

4 番目、5 番目に関しましては、今後 ICT 機器の整備を進めて

いくことになると思うんですが、特にコンピュータや情報通信ネッ

トワークなどの情報手段の活用というのが必須になってくると思

うので、どんどん進めていきたいと考えております。 

6番から以下ですが、こちらに関してはたくさん新規があるんで

すけれども、前期の途中でも出てきて対応するものというのがござ

いまして、先ほど申し上げた小中一貫教育の大きい 3 つの柱の、

外国語とプログラミング、そして言語活用力について少し書かせて

いただいております。6番目のプログラミング教育はそのままにし

ています。外国語教育に関しては、右側の内容のところですが、小

学校低学年から自然に英語に慣れ親しむ環境を作るため、全学園に

ALTを派遣して、というかたちで充実を図りたいと考えています。 

その下の「外国語教育の推進」に関しても 9 年間の継続性を持

って、書かせていただいております。 

その下の「小中一貫教育に向けた指導方法の研究」ということで、

こちらは各学園でやっていただいているんですけれども、教育課程
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の編成及び系統的な教育の実施ということで、少しずつカリキュラ

ムの編成をどんどん考えていただければ、と考えています。 

もう一つ、「「新たな科」の取組推進」ですが、今各学園で「新た

な科」特に総合的な学習の時間を中心に学園独自の、実態に合わせ

て、子どもたちの学びを変える、ということで作成しておりますの

で、こちらも推進していきたいと思います。 

もう一つ「言語活用力の向上」ですが、やはりなかなか書く力が

交野市の子どもたち少し弱かったり、ということもございますの

で、こちらのところにアプローチするために、言語活用力の向上を

図るために取り組んでいきたいと考えております。 

最後の 12 番目ですが、先ほどの人権のところにもありました

「在日外国人教育の推進」と一緒でして、今現在市内では日本語指

導が必要な児童生徒は、小学校に 2 名、中学校に 1 名おります。

支援員や通訳の方に行っていただいて、日本語の支援というかたち

で入っているんですが、こちらも入管法の改正で交野市でも増える

可能性があるかと思うので、こちらは新しい項目として、「帰国・

渡日児童生徒への日本語教育の支援」ということで、教育課程の保

障を図っていきたいと考えておりますので、そちらを入れておりま

す。 

 

続きまして5ページ目の学習指導の関係です。 

こちらに関しましては、1番目の少人数学級の整備は引き続き小

学校の35人学級を続けていきたいと考えております。 

2番目ですが、これまで小学校の方での人的支援は35人学級で

進めていたんですが、なかなか中学校への支援が教職員定数の関係

で難しかったんですが、今回できれば「中学校のフォロー体制の整

備」ということで中学校において各教科の学びの保障と個々へのき

め細やかな支援のため、市独自で人的支援ができないかというふう

に考えております。特に小中一貫教育のカリキュラムの整備をはじ

め、様々なかたちで中学校に支援できるための人材を配置したいと

考えております。 
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3 番目、4番目に関しては大きく変わっておらず、文言整理した

ところです。 

5番目に関しましても、継続して大学や高校等との連携を図りな

がら、今もイングリッシュフレンドの英語の大学生であるとか、

SNS のスマホ教室で大学生に来ていただいていますが、そのへん

も引き続き続けていきたいと考えています。 

6番目に関しては、指導課と書いていますが、青少年育成課にな

るかと思います。土日の体験活動の開催ということです。 

7番目も社会教育課の「交野の歴史と文化に関する学習支援」と

いうことで新しく作っております。 

 

6 ページ目をお願いします。（2）障がいのある子どもの自立へ

の支援ということで、大きく支援教育に関わるものです。こちらも

前期計画から少し整理させていただきました。①「「ともに学び、

ともに育つ」教育システムの構築」というところでは、大きく校内

体制や学校全体で捉えるようなかたちの項目を整理して入れさせ

ていただいております。②支援教育のほうは、支援学級における教

育ということで、個別の支援計画であるとか、個々に向き合ったも

のとして入れさせていただいております。1番目は研修のほうへ集

約しています。 

2番目は障がいの有無にかかわらず、支援教育の視点を踏まえた

子ども理解や教育活動による、という文言を変えております。 

3番目は通常の学級の全ての教科等において、困難さに対する指

導の工夫の意図や手立てを明確にした指導・支援の充実ということ

で、こちらも引き続きユニバーサルデザイン化ということで書いて

おります。ひとつ下の②から移動させたのが、「リーディングチー

ムによる支援教育の推進」ということで、学校では支援教育コーデ

ィネーターが中心となって支援教育活動をすすめておりますので、

こちらのほうに入れております。 

続いて②支援教育のほうは、下 3 つを新たに今回足させていた

だきました。この 3 つに関してもこれまでも全くしていなかった
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というわけではなくて、きちっと項目立てして分かりやすいよう

に、ということで書かせていただいております。 

一つ目は「個別の教育支援計画・個別の指導計画の作成・活用」

ということで、先ほど接続のことがありましたが、きちんとそれぞ

れ個々をみて教育支援計画を立て、指導計画を活用していくという

ことで考えております。 

2つ目は、8番目になります「校種間や関係機関における連携強

化」ということで、就学・進学支援シートをきちんと活用して関係

機関とつながることで、子どもたちの学びにつなげていきたいと考

えています。 

最後になりますが、「通級による指導の充実」ということで、通

級指導教室というのが、今後も増えていくように考えております。

通級指導教室の支援のより一層の充実を図るために校内支援体制

の充実をすすめていきたいと考えています。 

以上です。 

 

ありがとうございました。施策Ⅱについて説明いただきました。 

施策Ⅱ全体についてのご質問・ご意見を承ります。いかがでしょ

うか。 

 

4 ページ目の一つ目、二つ目の部分です。新たな学びの創造と書

いていただいておりまして、確かに新学習指導要領の確実な実施に

あたったカリキュラムマネジメントを推進しなさいということで

あると思います。とても大切なポイントだと思いますが、カリキュ

ラムマネジメントの推進にあたっては PDCA サイクルを生かしな

さいという文言があったと思います。当然それをするなら、当然

PDCA サイクルをするという前提で書いてあったと思うんですけ

れども、カリキュラムマネジメントをするということが教育課程を

充実させ、推進するということが全てではないのかな、という思い

がすることと、やはり毎年毎年各学校の中で、各学園の中で、市全

体の中で PDCA サイクルというシステムを回していくことがとて
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も大事になるかと思いますけど、このカリキュラムマネジメントの

推進の中に盛り込んでいただくか、何かのかたちで言葉が見えるよ

うになった方がいいのかな、と思います。 

もうひとつ、6ページの「リーディングチームによる支援教育の

推進」で、質問なんですが、支援教育コーディネーターのあとに「学

級」とあるのはこれは正しいのでしょうか。 

 

申し訳ないです。 

 

おそらく誤植かな、と。 

 

では、最初の質問について。 

 

PDCA サイクルというのはずっと言われていることで、今学校

の中では基本的には学校評価であったり、授業評価であったり、学

力調査の結果であったり、いろんなものを活用して PDCA サイク

ルというのを回しているということで、さらにカリキュラムマネジ

メントというのは新学習指導要領の中で新たにというか、充実させ

るようにということで出てきている文言ですので、そちらの方に重

点を置くということで、PDCA サイクルを消して、これはもうい

らないという意味ではないんですけれども、これは一定浸透してい

るという前提で書かせていただいているんですけれども、そこらへ

んは文言として残しておく方がいいというのは。 

 

さらに進化させるということですね。 

 

そこは検討させていただきます。残すのか、それともカリキュラ

ムマネジメントということでそちらを強調して PDCA サイクルと

いう言葉を消していくのか、というのはもう一度こちらの方で検討

したうえで、次回全体案をお示しするときに出させていただくとい

うことでよろしいでしょうか。 
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委員、よろしいでしょうか。 

 

はい。よろしくお願いします。 

 

私の方から、5 ページ目の 7 番の「交野の歴史と文化に関する

学習支援」で教育文化会館や指定文化財等を活用した交野の歴史と

文化に関する学習支援の実施とあります。こういう指導というか、

郷土に対する教育というのはカリキュラムの中にあったと思うん

ですけれども、文化協会の中に交野古文化同好会というのが確かあ

って、それで交野の名所のカルタを作られました。各小学校の児童

生徒のみなさんに買っていただいたか学校に支給したのかは、定か

ではありませんけれども、年 1 回カルタ大会をしているんです。

武道館の2階で。一番多い頃は200人くらいの子どもたちが集ま

っていましたが、最近、子どもたちがカルタに対する関心があまり

ないというのと、交野の歴史を学ぶ機会が少ない。今年のカルタ大

会ではわずか40人くらいだったと。豪華な景品を用意して、もう

一度復活してカルタを広めたいなと。 

我々が知らなかった交野の名所がいっぱいあります。これをひと

つ大々的に教育委員会が主導してやっていけるようなことになら

ないかなと。交野に対する愛着を子どもたちの間に深めていくとい

うことは、将来の交野に対する認識の深さと発展に対する機運が高

じるんじゃないかと考えます。 

これに対して事務局からご意見をひとついただければ。 

 

部会長がおっしゃっていた内容でございますが、今まで一定のカ

リキュラムがあったのかということですが、これまで長年、市内小

学校3、4年生を対象に、教育文化会館のほうで受け入れを行って

おります。昨年は、6 校、386 名の体験を行っています。内容に

つきましては、米作り、昔の暮らし、機織り体験、野外体験で天秤

棒や洗濯板などをさせていただいています。学校と連携しながら、
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授業の一環としてやっていただいているところがあります。ただ、

年々減ってきているというところがありまして、各校によりばらつ

きもあるので、積極的に我々も関わっていけたらな、ということ今

回の計画に書かせていただいております。 

2 番目の、カルタについてということですが、中学校 4 校区で

いろいろな名所、指定文化財もそれぞれ違ったものがありますの

で、カルタなども活用しながら、今後子どもたちに郷土史というも

のを愛していただけるように取組みもしていきたいと思いますの

で、今後ともよろしくお願いしたいと思います。 

 

必要であれば、同好会の方から、教材に使っていただけるという

ことであれば、提供してもらっても、と思っていますので、ぜひよ

ろしくお願いします。 

地域に親しむためには、やっぱり小学校低学年くらいの間にいろ

いろな歴史を学び、地域に自分の足で赴いて詳しいシニアの方々の

お話を、交野にはこんな歴史があったんだ、交野にはこんな珍しい

ものがあるんだ、と。例えば私部城なんかでも、全国稀にみる平城

としては、面影を残しているのは非常に珍しい。ただの田んぼじゃ

ないか、という見方だけじゃなくて、これをぜひ歴史的な文化財と

してみんなで守り、活用して残して改めて交野の歴史を再提供した

いと、そうすると就職して仮に交野を離れてもまた結婚したらやっ

ぱり交野に戻りたいなと、人口も増えていく、少子化も解消されて

いく、そういう好循環の一助になればという思いで申し上げていま

す。 

 

交野カルタで言うと、30代の息子たちが小学生の時に学校で授

業かどうか、使われていたと思うんですけれども、今はもう使われ

ていないんですか。 

 

今はあるということ自体先生が知らないんです。 
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そうなんですね。 

 

そういう貴重な、交野カルタも文化のひとつだと思っていますの

で、必要であれば提供いたします。よろしくお願いします。 

他にご質問ございませんか。 

 

外国語の先生のなんですけれども、ALTの方は、1校に1人で

はないんですか。校区に、と書かれていたので、学校に 1 人、常

に、という感じではなくて。校区の中で行き来されているんですか。 

 

市内で 6名です。 

 

6 人しかいないんですか。 

もっとたくさん、学校に 1 人ずつくらいいてたら、色んなとき

に、休み時間だったりとか、そういうときにでも触れ合えていたら、

もっと外国語の先生と親しくなれるのかなと。結構よそよそしい感

じが子どもたちの中であるというか。その時だけいてる先生という

イメージあるな、と思ったので。運動会の時もいらっしゃらなかっ

たので。 

 

それぞれ 6 名の一応所属校が決まっていて、運動会は 6 人なの

でそれぞれがそれぞれの学校に行ったりとか。ALT の方のどれく

らい馴染めるかにもよるんですけれども、中には日本語も覚えて職

員ともよく普段からコミュニケーションをとっている方もおられ

ますし、各校 1 人にしたらより所属感が強まるというのはあるん

ですが、実際のところの授業時数などでも考えていくと、6人で基

本的には授業時間はある程度まかなえるというギリギリのライン

なので。 

ALT6名というのも、交野市の場合は JETプログラムというの

を利用してまして、一人ひとりの方にそれなりの報酬も払ってカナ

ダから来ていただいてという手続きも踏んでいますので、非常にそ
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れぞれ意識の高い方に来ていただいているんです。人数は 6 名で

すが、選りすぐりの 6 名ということで、非常に子どもたちとも仲

良くしていますし、6 名も増やしてもらったので、当面は 6 名で

できるだけその方々でめいっぱい動いていただくという方向です。 

 

はい。よろしくお願いします。 

 

他にどうでしょうか。 

 

5 ページの新規の「中学校フォロー体制の整備」というところな

んですけれども、もう少し具体的に教えていただければと思いま

す。各校 1 名とかいうような支援になるのか、というのもあるの

で。予算のこともあるので、それが果たして実現可能なのかどうか

もわからないですけれども、教えていただければと思います。 

 

今後の予算次第というところもあるんですけれども、現在小学校

には任期付職員が入って 35 人学級を実施しているんですけれど

も、中学校には35人学級というのは実際のところ授業数が増えて

しまうので、なかなか先生を確保するのが難しい。なので、今考え

ているのは可能であれば中学校区に 1 人、今一中校区には小中一

貫支援員というかたちで 2 名の方を配置していますけれども、市

内でそれを 4 名で中学校に 1 名ずつという配置にすることによっ

て、小学校と中学校をつなぐことであったりとか、中学校の授業体

制のフォローというものをしていきたいということで、新規であげ

ています。具体的な細かい中身であるとか、実施可能かどうかとい

うのはなかなか難しいですけれども、今後そういうかたちで予算要

求もしていきたいですし、実施していきたいというふうに考えてい

るところです。 

盛り込んでしまってどうしようかとも思ったんですけれども、今

後絶対必要ですので、必要性があるという部分ではこの中に入れさ

せていただいています。 
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交野の歴史と文化のことですけれども、交野の歴史というのは割

と分かりやすいんですけれども、交野の文化というのはどのように

とらえているのかとか、「交野」とつかなかったら文化というのは

かなり広くて、それぞれが持つイメージも違うし、音楽だったり盆

踊りだったりも含めて全部文化というような言い方しますよね。

「交野の」とついているので、ここでいう指定文化財のようなもの

に伴うような部分だけなのか、もっと広い「交野の文化」みたいな

ものなのか。というのは、耳触りはいいんですけれども「歴史と文

化」というふうに言うと。文化は、これは教えるなり学習支援など

で、学校ですすめられるときに、どこまでくらいまでをここでみた

らいいのかというのを、どう考えておられるのか。 

 

どこまでを文化とさせていただくというかということは、それも

難しいところなんですけれども、我々の捉え方としましては、交野

の、特に交野市は河内木綿、木綿産業が江戸時代盛んでそれがずっ

と明治大正くらいまでありまして、それを今復興させて地元で機織

りなどをしております。そういう広い意味で歴史だけでなく文化的

な要素も、というと、確かに委員のご指摘のように文化の定義とい

うのはあいまいなんですけれども、このような機織り、木綿という

ようなところを子どもたちに教えていく、昨日の小中一貫に関する

講演会でもお茶などの話もありましたが、交野市の場合は木綿、機

物を中心に伝統文化があったんだよ、というところやお寺などに伝

わるお祭りがあるとかそういうのも含めてとらえております。 

 

文化ということに関しては子どもたちも触れて、いい意味で成長

していってくれたらいいな、と言う思いは当然持っています。違う

次元で言えば、市の文化祭や各学校の文化○○というのがあります

が、そこが扱っているものとは歴史的な部分とはずいぶん違うもの

がありますので。昔からのいろいろなことに触れながら育っていけ

るように、という思いがあります。 
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ありがとうございます。ぜひよろしくお願いします。 

いわゆる産業としての伝統文化、交野の特色の文化は何か、とい

うと、織姫の話もあるし、河内木綿が一世風靡した時代もありまし

たし。それから、指定文化財と言われる市指定、府指定、国指定の

ものもありますし、それも含めてお書きになっているんだろうと推

測はしています。 

次に、施策Ⅲの説明をお願いします。 

 

施策の柱Ⅲ組織力の向上と開かれた学校、7ページ目をご覧くだ

さい。まず1番目ですが、「授業づくりの推進」ということで、今

回新学習指導要領で主体的・対話的で深い学びという文言がござい

ますように、こちらの実現が図れるように、校内研究体制の支援お

よび授業づくりに関する研修の実施を行いたいと考えております。 

2 番目に関しましては、「指導と評価の一体化の促進」という項

目を出させていただいております。前期の時には内容のほうに書か

れていたんですが、ここを少し整理して書き換えております。 

3 番目ですが、「教職員研修の充実」ということですが、こちら

に関しては教育センターとの連携で、主に先生方の授業力の向上の

ため、というところに絞って、これまで直接的な支援を先生方にし

てきたんですけれども、継続して行っていきたいと考えておりま

す。 

②人材の育成です。こちらの 4 番「教職員研修の充実」という

ところですべて今まで出てきた研修を集約させていただいており

ます。「教職員の資質向上を図るためのキャリアステージに応じた

道徳、人権、支援、生徒指導、学力向上、教育課程等」というとこ

ろでまとめさせていただいております。 

5 番目に関しましては、「校内研究体制の充実」ということで、

先生方が学び続けられる仕組みが学校でもできるように、というこ

とで行内体制の充実というふうに書かせていただいております。 

最後 6番目ですが、「先進校等視察」となります。ここ数年福井
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県や横須賀に行かせていただいたり、先生方が直接他府県等の先進

的な事例から学んで学習活動に活かすことがとても役に立ってい

ますので、こちらも継続して広い視野を持って学び続けるというこ

とで継続して実施していきたいと考えています。 

 

8 ページ目です。（2）学校運営体制の確立です。1 番目のとこ

ろはこれまでどおりなんですけれども、特に「発信」というところ

を意識して各学校 HP もよく更新していただいているんですけれ

ども、意識してすすめていきたいと考えます。 

2番目の「学園（中学校区）プランの活用」ですが、各学園で9

年間の系統性のあるプランを考えていただいていますが、より実効

性を持たせて PDCA サイクルをまわして年々更新してより良いも

のを、というかたちですすめていけたら、と考えています。 

3番目に関しましては、学校教育評価を毎年学校でも活用して外

部からの意見を取り入れて教育活動に活かしていただいています

が、質問事項等をもう一度精査する等でより適切に学校を客観的に

みられるようなかたちに変えていけたら、と考えております。 

②「教職員の働き方改革」というのがありますので、そちらの文

言をいれて新しい項目を設けております。5 番目の「ノークラブ

DAY（部活動休養日）の実施」ですが、こちらはずっとすすめて

いるんですが、子どもたちはもちろんなんですけれども、先生方に

とって働き方改革になるようなかたちですすめていければと考え

ています。 

6番目も「学校閉庁日の実施」ということで、これを設定するこ

とで学校は全く閉まっている状態でとても先生方の休みになると

いうことで意見をいただいておりますので、こちらをきちんと進め

ていきたいということです。 

7番目の「働き方改革の推進」というところで、他市等では出退

勤のタイムカードシステムや留守番電話のサービス等を導入して

いる事例があります。また、校務支援システムということで、各学

校が同じような仕組みでペーパー上の仕事の負担を軽減するよう
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な仕組みがございますので、そちらの方も少し検討して先生方に返

せるものがあれば、と考えております。 

最後の 8 番目は「コミュニティ・スクールの導入」ということ

で、中学校区を 1 つの単位としてコミュニティスクールの導入に

向けた検討を行うというふうに書かせていただいております。 

 

9 ページ目の（3）教育コミュニティの形成と家庭教育支援の説

明をさせていただきます。 

教育コミュニティなんですけれども、家庭教育支援の項目につき

ましては、学校を拠点とした、学校、家庭、地域による子どもを育

む取組みの推進の項目とさせていただいております。 

1 番目の項目「地域学校協働本部の充実」ですが、これは平成

20年度よりすすめられておりました学校支援地域本部事業が、平

成 29 年 4 月に社会教育法の改正がございまして、地域学校協働

活動と位置付けられたことによる修正です。活動内容は大きく変わ

るものではございませんが、これまでの地域による学校の支援とい

うかたちから、地域と学校双方向の連携協働を推進したうえで、地

域全体で子どもたちの成長を支えていくという仕組みの充実とい

うかたちなってまいります。 

2番目の項目については、アクションプランにあげさせていただ

いている内容と即したかたちで修正させていただきました。 

3番目の「交流会や事業報告書の開催」につきましては、削除と

なっております。あくまで廃止ではなく削除というかたちになって

おります。説明といたしましては、交流会や報告会についての重要

性は十分認識しておりますが、なかなか近年参加者数が伸び悩んで

おりまして開催自体が難しいという状況になっております。しかし

ながら、一番上にございます、地域学校協働本部の充実を図るうえ

では当然各ボランティアだったりコーディネーターの育成等につ

いては必要になってきますので、ここの項目としてあげるのではな

く、「地域学校協働本部の充実」というかたちの中にあわせたとこ

ろですすめさせていただきたいと考えています。 
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4 番、5 番の「コーディネーターの育成」「家庭教育の支援」に

つきましては、これまでと同様の取組みを継続させていただきたい

と思います。以上です。 

 

ありがとうございます 

ただいまの説明の中でご質問等ございますでしょうか。 

 

7 ページの 5 番目「校内研修体制の充実」というところの変更

されている意図もわかりますが、単位を、今まではどうしても小学

校と中学校とわけてやってきた中で、今後一貫教育をよりすすめて

いくとなれば、こういうところに書いてある文言もその言葉を使う

方がいいのかな、と思っています。例えば、校内研修体制であるな

らば、できれば小中一貫でやるならば、「校内・学園研修体制」く

らいにしておいて、そのくくりでいろんなことをすすめていくよ、

というような意識をみんなが持つような、いろんなところにそうい

う意識を盛り込んでいく方がいいのかな、というふうに。そうした

からその研修がすすむかというのは別で、当然されると思うんです

けれども、そういうところにも入れといた方がいいのかと感じてい

ます。 

 

参考にさせていただきます。 

8 ページの 8 番「コミュニティ・スクールの導入」なんですけ

れども、これが②教職員の働き方改革に入っているんですけれど

も、①学校運営体制の整備・充実のところになりますので、すみま

せんが、訂正をお願いいたします。 

 

それでは、施策Ⅲのところで他に意見がなければ。 

 

すみません。9 ページのところの 4 番と 5 番のところ「地域コ

ーディネーター44）」と下の「親学習 45）」というのはどういう

意味ですか。 
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こちらの 44、45 の数字の意味なんですけれども、巻末で言葉

の意味をつけておりまして、44番のところを見てください、とい

う参照項目です。 

 

他のところもこういった数字が出てくるということですか。 

 

全体的に言葉の意味を参照するところが巻末に掲載されること

になります。これはあくまで前回の前期の計画を引き継いできたも

のです。 

 

よろしいでしょうか。次に、施策の柱Ⅳをお願いします。 

 

施策の柱Ⅳ学校・家庭・地域の連携と安全で安心な学校、10ペ

ージ目をご覧ください。こちらに関しては大きく2点になります。

3番目の「横断的、系統的な食育の推進」ということで、内容の方

を少し変えさせていただいておりますが、「食に関する指導の全体

計画をもとに、栄養教諭が中核となり、年間を通じて食育の推進に

努める。」というふうに変えさせていただいております。その下の

（2）子どもの安全確保と危機管理体制の充実に関してですが、4

番目の「指導・研修の更なる充実」ということで、ここ数年自然災

害以外にもいろいろなかたちで学校が対応を迫られるような内容

もございますので、多様な事態への対応ということで、充実という

ことで変えさせていただいております。 

 

何かご意見いかがでしょうか。 

無いようでしたら、これまでのⅠ～Ⅳまでの取組みについて内容

も踏まえて、案件（1）「交野市学校教育ビジョンの後期計画期間

の取組施策について」は以上とさせていただきますが、細かい内容

についても、漠然とした部分があるんですけれども、何かもう少し

説明を追加してほしいというところがあれば。全体にわたってで結
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構です。 

前回の会議の皆さんからのご提案、ご質問を踏まえたうえで今日

の審議会を進めさせていただきました。今日いただいたご意見やご

質問、ご要望、を踏まえて、次回の開催までに基本的な答申の素案

をまとめていただきたいと思いますが、事務局そういうことでよろ

しいでしょうか。 

 

はい。 

 

その素案を次回の会議で皆さんにもう一度ご参集いただいて、素

案の確認という会議にしたいんですけれども、次はいつ頃の予定な

んでしょうか。 

 

11月末頃です。 

 

それでは、次回は、もう少し詰めたうえで皆さんと審議をしたい

と思います。 

次回は皆さんと素案を考えていきたいと思います。 

他にございませんか。 

 

前回の会議を踏まえた変更だったり、指摘・課題に即した変更か

と思いますので、いい計画になるのでは、と思います。 

 

歴史、文化というところで、産業としての伝統文化とかで、カル

タの話が合ったんですけれども、交野ゆかりの交野音頭、そういう

のを昔は踊れる子たちがたくさんいたという。 

 

昔は、各地域で盆踊りをやっていたときは、先輩の方々やシニア

の方々が河内音頭、交野音頭を。それを踊れるのは70歳以上の方

になっています。最近は河内音頭を各地域の盆踊りでもサマーフェ

スタでも踊っていないですね。 
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何年か前に交野市の工業会さんが、イベントされるときに、音楽

のお手伝いに行ったときに、交野の方だと思うんですけれども、交

野音頭ができる方がおられて、それで盆踊りをしたんですけれど

も、そういうのは今特に。 

 

交野音頭というのはあるんです。現実には。私たちが小学校の頃

にはみんな教えられてた。PTAのお母さん方が一生懸命になって。 

 

私踊れます。天野が原のお祭りで、盆踊りを再開されたので、あ

そこでもやっていたので懐かしいな、と思って。 

 

私も引っ越してきたときは、市役所の駐車場で盆踊りをやってい

た。青年会でしょうか。 

 

当時の子どもたちに非常に人気があった Q ちゃん音頭とかドラ

えもん音頭とかがあったし、結構、子ども会とかPTAのお母さん

方も教えて地域公民館などでも。今はなかなか。 

 

復活させましょう、みたいなものもたまにやってるじゃないです

か。 

 

交野音頭は文化というか、伝統文化ですね。伝統文化というのが

適切かとおもいます。今の交野音頭についてなんですけれども、交

野節というようなことで、我々のところで、奥野平次さんの時代に

テープを作っておりましてその節がちゃんと残っております。ただ

踊りがやはりわからないんですけれども。ただ、今の河内音頭と全

然テンポが違うんです。そのへんも面白いんですけれども。枚方の

方に交野節を継承している団体さんもいらっしゃいますけれども、

それもちょっと違うな、というようにおっしゃっていました。その

あたりもいろいろ研究していかないといけないな、と思います。 
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地域によってちょっと変形していたり節もちょっと変わったり、

太鼓の叩き方もちょっと違うとか。古いお年寄りの方に聞いたら昔

のことよくご存じなんで、ここからは変わるんだ、節が変わるとか

踊り方が変わるとか。そういうのも伝承して伝えていくというのは

なかなか難しいですが。できるだけ今あるものは何かのかたちで残

したいし、何かのかたちでカルタでもいいいし、紙芝居でもいいし。

テープでもいいし、残していきたいな、というのが我々の願いなん

ですけれどもね。 

 

4 ページにあるように、やはり、その中では地域に根差したこと

ですとか、そういうところをテーマにされるところが多くなってく

ると思いますので、中学校区全体としてそこの地域の文化を学んで

いくという機会は増えてくるんじゃないかな、と思っています。そ

の時には皆さんご協力をお願いいたします。 

 

特に、一中校区で新しい学校をつくって、そこで 9 年間の小中

一貫教育のモデルとして、令和 7 年くらいですね。そうすると、

当然地域のお年寄りとかいろんな団体も活用、学校の運営に参加し

ていくというふうになってくると、子どもたちと地域の文化との触

れ合いが活発になってくる。そうなると、こういうことも、何かの

機会に子どもたちに伝えていくことができるのではないかと期待

しています。 

ということで、第2回の審議会はこれで終了したいと思います。 

ご苦労様でした。 

 


